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たかやん

にいざ市議会だより 敞一郎先生さようなら

黒目川の川掃除を毎月一度しています。次回は６月7日（日）

朝９時～11時、栗原一丁目公園集合です。魚類調査も予定

しています。途中参加も大歓迎です！トング、軍手、ゴミ袋

はこちらで用意します。楽しいですよ！

《お知らせ》

みなさんのお家には年に4回、「にいざ市議会だより

が」届きます。今回配られるのは5月25日号。字は

小さいし、大きな数字は並んでいるし、見慣れない

言葉が並んでいるかも知れません。しかし、公平な

目で見ることはできます。まず注目すべきところは

一般質問です。そこにはみなさんが応援した議員

の名前が出てきますから、選挙に行った人なら必ず

読むはずです。しかし、この文章は質問のごく一部。

質問の全体を知りたければ、インターネットを覗く必

要があります。一番大事なのがやはり議案に対す

る各会派の賛否（○×）です。5月25日号で言えば

、後ろから2ページ目と最後のページ。そこには４０

の「市長提出議案」に対する各会派の賛否（○×

）が掲載されています。問題なのはその40の市長

提出議案全てに賛成している会派が３会派ある

ことです。語る会は40分の８の議案に反対して

います。共産党は40分の11に反対しています。よく

、「何でも反対かよ」などと言われていますが、語る

会は５分の4、共産党は4分の３に賛成して

いるのです。困るのは100％賛成してしまう政和

会（自民）、公明党、そして刷新の会（無所属、民

主）の市長与党です。25人の内19人がこの3会

派に所属していることが、今の新座市政を市民の

感覚とずれた方向へ動かしているのです。編集

後記にも注目して下さい。各会派の代表が実名を

出して書いています。短い文章ですが、本音が透

けて見えてきます。そういうことを知った上で「にいざ

市議会だより」をご覧になると、新座市議会が少し

見えてくると思います。そして色々な疑問や厳しい

意見が出てくると思うのです。黙っていては知らな

いうちに損をします。どんどんぶつけて欲しい。議

員を働かせて欲しい。そう思います。市長提出議案

に賛成するだけなら、誰でもできます。議場で居

眠りをしていてもできるのです。「ふざけるな！」「も

っと働け！」「40万円分働け！」と言うことです。「働

かないから議員報酬を下げる」では、益々働かなく

なります。「議会報告くらい出せ！」「議場で自分の

意見を言え！」そう言うことが、議員を鍛え、新座

市を良くしていく。僕はそう思っています。

今月19日の朝、中村敞一郎先生が亡くなりました。

79歳でした。僕を面接し、五中の教員として採用し

てくれたのが敞一郎先生でした。そして第五中学

校の最初の校長として、大学を出たばかりの僕を3

年生の担任にしたのも敞一郎先生。僕はよく敞一

郎先生に叱られました。「たかむら、人から信頼さ

れるようになれよ」教育長になっても影でいつも僕

を応援してくれていたのが敞一郎先生でした。五中

や六中のテニス部が関東や全国で活躍し、優勝し

たときは、本当に喜んでくれました。僕には神宮司

久子というお母さんのような先生がいました。神さ

んも3年前に亡くなって・・・今度はお父さんのよう

な敞一郎先生が亡くなってしまったのです。もう教

師として敞一郎先生に誉めては貰えませんが、「た

かむら、よくやったな」そう言ってもらえるように、人と

して、そして議員として頑張ろうと思います。さような

ら、敞一郎先生。ありがとうございました！こ

れからもずっと雲の上で見守っていてくださいね。


